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論 文 内 容 の 要 旨
本研究は、わが国の律令 国家地方行 政機構 の特 質について国司制を中心 に して解 明を試 みた
ものであ る。
国 司制 は国(国 司)一郡(郡 司)と い う律令 国家の地方行政機構 の 中核 に位置 づけ られ る も
ので、 この制度の研究 は律令 国家 の地方行政機構 全体 の特質、 そ して律令国家 の地方支配 の特
質 を明 らか にす る上で重要な意 味をもつ。律令 国家地方行政機構 は国司制 と郡 司制が相互 補完
的 に機能す るものである。 したが って律令 国家 の地方支配 の特 質を明 らか にす るためには これ
らの制度そ れぞれ の特質 を明瞭 にす ることは重要で あるが、それ と同時 に、 中央(王 権)一国
(国司)一郡(郡 司)と いう支配機構 の連 結部分 に注意 しな ければ な らない。 また、 中央(王
権)に よ る地方の掌握 とい う観点で 諸制度 をみる と、 地方支配 の単位 とな るのは国(国 司)で
あるが、国 よ りも広 い範囲を単位 とする場合や豪 族を直接掌握 しよ うとす る場合 もみ られ る。
本研究の 目的の第一は、そのよ うな要素を多面 的に取 り込 んだ形で国司制 という制度 を とらえ
ようとす ることである。第二 は、律令 国家の支配 は原 則 としては画 一的に全 国にわ たるもので
あったが、その例外 とされる辺境地域 について、 そ こに特殊性 だけではな く一般 的性質 を見 い
だす ことで ある。本研 究では東北辺境 を とりあげ るが、既往 の研究 ではそ の特殊性 の解 明に力
が注がれて きた。本研 究ではそ のよ うな特殊性 を認めた上で、 そのなかに他 の地域 にも共 通す
る点はな いのか とい うことを、 中央(王 権)一国(国 司)と い う機構 の部分 を中心 に検討 する。
本研究では考察の対 象を地方行政機構 の制度 的側 面に絞 り込 んだ。それ は個 々の事例 を総括
す る意味で制度的側 面を押 さえてお くことは重要 である と考 え られるか らで ある。 制度 は人間
社会 の総枠 を規制する役割 を もっている。 したが って国家 ・社 会の全体像 の構築 のためには制
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度の研究は不可欠の もので ある。 ところが、法制史料 の少ない ところでは実像が つかみに くい
ことも事実 である。7世紀後 半の時期 の国司制形成過程 が まさにそ うである。 近年、発掘調査
の結果、 国 ・郡 の官衙や交通路 の状況が 明 らか にされた 地域 も多 く、文字資料が 出土 した こと
によって地方行 政の実態 の解 明が進 んで きたが、 国司制 の形成過程 については詳 らかで はない
点 も多い。律令 国家地方行政機構 の研 究が全体的 には膨大 な広が りをみせ るなか で、本研究が、
まず、 国司制形成過程 を考察 の中心的課題 とした のは、 この ことが律令国家地方行政機構 の特
質解 明のために重要 な部分で あるにもかかわ らず、主 として残存資史料 の不足のた めに全体像
の構築がなかなか進 まな いところだか らで ある。そ して、 中央(王 権)に よ る地方掌握 の方法
は時期、地域 によって さまざ まな様相 を呈す るが、考察 の対象 を国(国 司)を 機軸 に、 これ と
深 いかかわ りをもつ行政監察制度や広域 行政区画 にまで拡大 し、 さ らに東北辺境地域 を加え る
ことによって、国司制形成 過程の特質、 そ して律令国家地方行政機構 の特質がよ り明瞭 にな る
もの と考 える。
第1編 「律令国家形成期 の国司制」で は7世 紀 におけ る遣使 と国司 について、 国 司制形成の
経緯 を絡めて論 じた。 国司制は、全 国一律 に敷 いた国 という行政区画 を中央か ら派遣 した官人
(国司)に 統治 させる とい う制度 であるが、この制度 の形成過程の全体 像の構築 が難 しいのは、
そ の淵源が単一ではないもの を同時 に論 じよ うとするか らであ ると考える。 本編 では形成過程
の国司制 を構成す る要素を一旦分 けて検討す る ことによ って、その特 質を明 らか にする方 法 を
とった。
「第1章 国司派遣 制度 の成 立」 では国 司制 の初期 の段 階に使人 の派遣 という形態がみ られ
るこ とに注 目し、遣使 とい う観点か ら国司制形成過程 の全体像 の構築 を試 みた。 「1.ミコ ト
モチか ら国司へ」で国司派遣 制度 の経緯 と国制(国 の区画や 国司の執務空 間)の 整備 とい う二
つの要素 を分 けてみる ことを提案 し、そ のなか で とくに複雑 な論 の展 開 とな る大化 の国司の性
格 につ いて は 「2.大化 におけ る遣使」で考 察 を加 えた。 「国」 とい う語 には国 家を指す場合
やある地方 を指 して言う場合 などさまざまな使 い方が あるが、律令 的国とは、①行政単位 とし
て区画 されている こと、②そ の区画が常駐 の中央官人 である国司によって統治 され る こと、③
国 を通 して全 国画一的な支配がお こなわれ る こと、 とい う条件 を満 た した ものを意味す る。行
政区画 の確定 や国府 の造営 な どの国制 に関す る部分 の整備 は律:令法 の制定 と連動 させて理解す
る ことができるのに対 し、官人派遣の方はそれ よ りも早 い時期か らみ られ、ヤマ ト王権下 に原
型が求 め られ る ミコ トモチ的派遣 の形態か.ら始 まって701年の大宝令 にみ られ るよ うな形 に整
備 される。大化元 年(645)8月に派遣が始 まる東国国 司は民政関連事項 を含 む複数 の目的 を携
えて数 カ月間、任地 に滞在 し職務 を遂行す るというもので ある。そ して、大化の時期 には この
よ うな使 人が全 国的 レベル で派遣 された。た だ し、 この段階で は国制 の方 は未整備 の状態 で
あった。両者 の整備が一体化 して くるのは7世 紀第4四 半期 の天武朝か ら持統 朝 にかけて の時
期 にな ってか らの ことで あった。 この時期 にな る と中央 か ら派遣 された 官人が一 定 の任期 を
もって常駐 し、 一定 の範囲 を統治 し、中央政権(王 権)が そ のよ うな機構 を掌握する とい う態
勢 が整 え られて くる。天武 ・持統 朝には第2章 で考察す る総領 と国司の二重構 造 もみ られ るよ
うに、国 司制形成過程は複雑な様相 を呈 しなが ら展開す るが、大化の国司は国司派遣制度 とい
う側面か らみ ると、使人派遣 とい う形式は同 じであって も、内容においてヤマ ト王権 下のそれ
とは異な るもので あることか ら、 国司制そ して律令国家地方行 政機構 形成過程 の最 初の画期 は
大化 の時期 に求 めることができる と考 える。
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「第2章 総領 と国司」では、 「1.古 代総領 制について」で7世 紀後半の時期、史料 に散見
する総領 につ いて、職務 ・設置時期 と動機 ・国司 との関係 を考察 した。天武 ・持統 朝の地方行
政機構 には、 中央 と地方の国 を結ぶ部分 に総領 一国司 という二重構造がみ られ、 中央政府 一国
司 という機 構 の大 宝令制 とは異な る。総 領は天武 朝か ら大宝令施行 の直 前 までみ られ るもの
で、形成過程 にある国 司制 の不安定要素(国 の区画が確定 して いな いな ど)を 補 うとい う性 質
の ものであ る。 しか し、総領 は2、3力 国 を総括 的に支配 す る形態 は類似 して いるが、第 皿編
第2章 で とりあげ る養老3年(719)の按察使制度のよ うに数力国が一按察使管 内に属す る態勢
が全 国的 レベルで と られたの とは異な り、全国すべて の地域 に画一的 に設け られた ものではな
かった。 「2.『日本書紀』天武天皇元年七 月辛亥条 の解釈」では天武朝の国司政策の特質 を明
らか にす る上でひ とつのポイ ン トとなる672年の壬 申の乱後の措置 について考察 し、それ が国司
の権限 に制約 を加え るものではない ことを明 らか にした。
「第3章 国制 の成 立」 では国 司官 人が統 治す べき 「国」 の問題 を中心 に論 じた。国 は律令
国家地方行政機構のなかで もっ とも基 本 になる単位 であ るが、その区画 の決定 はある時点 に全
国一律 にお こなわれた ものではな く、 また、試行錯 誤 を繰 り返 しなが ら確定 していったのでは
な いか ということ、国 とい う行 政区画 の範囲は中央 と国(国 府)と の交通通信 手段、個 々の国
内にお ける国 司の支配 の利便性 の両方 の条件を満 たすよ うに人為的 ・政策 的に造 られる とい う
性格 のもので あることを明 らかに した。
国司官人派遣制度の原 初的形態 を大化 の東国国司に求める とすれば、最終 的な国の範 囲の確
定 まで、その形成過程 で約半世紀 もの時間を要 した ことになる。 そ して、 国の範 囲の確定 は大
宝令施行時 まで にすべて完了 していた とい うわけではな く、 また、 その形成過程 におけるさま
ざ まな機能の整備 もすべてが全国一斉 に命令 が下 される ことで定め られ たものではない。 国司
制は大宝令の制定 をもって一応 の完成 をみるが、 この時期一点をもって律令 国家地方行政機構
が完全な形に整備 されたわけではない。 また、 国郡 制 に関する令 条文 のなか には、行政機構 と
して定 め られ た国 一郡 の上下関係 あ るいは補完 関係 とい う概念で説 明がつ かな い部分 が ある
し、国制の枠 を越えて地方支配がお こなわれる場合 がある。 これ らの問題 を検討 したのが第H
編 ・第 皿編であ る。
第H編 「大宝令の制定 と国司制」 では行 政区画 の問題 を中心 に、大宝令 の施行が 国司制 の形
成 ・展開過程で もつ意 味、 および大宝 ・養老令 制下 での国司制を介 した王権 と地方豪族 の関係
をと りあげた。大宝令 の制定 ・施行 は律令 的地方行 政機構成 立の最大 の画期 とされ る。 国司制
におけ るその変化は 「国宰か ら国司へ」 とい う概念 を もって表現 できるが、 この制度 は大化以
降、漸次整備 されてきた経緯 があるので、 ここで大宝令 の意義 にっいて再検討 して みた。
「第1章 大宝令 国司制の前提」 と 「第2章 大宝 令制定 と国司制 の整備」で は、大 宝令 の
施行 に焦点 を合わせる形でそ の前後20年程度 の時期 を とって、 国司制の変化 につ いて制度面か
ら考察 を加 えた。第1章 では、 「1.天武 ・持統 朝 にお ける国司制」で第1編 第3章 の考察 の
なかで取 り上げた天武天皇12年(683)から14年(685)にか けて の国境画定事業 の評価 と、天
武 ・持統 朝に定め られた国司の職務や地位 に関す る事項 について大宝令欄 を視野 に入れて確認
した。天武天皇12年か ら14年にか けて の使 人派遣 の 目的は、 国司制の制度的完成 を図るた めに
それ まで漸 次お こなわれ てきた国の区画 の決定 を全 国的規模 でお こなうと ころにあった と考 え
られ る。 「2.大宝令前 国司制の特質」で は、総論 として は第1編 第1章 で述べ たなかで と く
に国司の任 務遂行 に必要 な条件 の整備 とい う観点か ら分析 した。 国司制 は天武朝末か ら持統朝
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の ころにな ると、それ らの事項を羅 列 してみる と大宝令制 に近 い状態 を確 認できる。第2章 で
は、大宝令制定以降 も国府の造営 をは じめ国司制の根幹 となる部分の整備 がお こなわれ たが、
そのよ うな事業 をどのよ うに評価 するのか とい うことにつ いて検 討 し、大 宝令の制定後10～20
年 くらいの間は国司制が安定 した状態 で運用 され るの に必要な期間 とみな し、形成過程 の延長
線 上に位 置づけ られ るのではないか と考 えた。
国司制 による支配 は地方豪族で ある郡 司を行 政機構 の末端 に位置づける ことによって は じめ
て実現 する もので あった。律令の条文 に多数み える 「国郡 司」 と規 定され る事項 がそれ にあた
るが、 その場合、郡 司には在地 を掌握す る首長 としての力量 のほかに律令 国家 の官 人 として の
素養 も求め られた。 ところが、 中央政権(王 権)が 郡 司の官 人 としての側 面ではな く豪族 とし
ての側 面 を重視 した規 定が令条文 のなか にみ える。それ は采女貢進で ある。 この制度はヤマ ト
王権下 においてみ られた服属儀礼 として の采女貢進 の制度 を律令制 のなか に組み込んだ ものと
考 え られる。 制度 の性格 と しては郡 司の豪族 としての性質 を重視 して いる点で特殊な もので あ
るが、律令 のなか にみえ る固有法的性 格の もの として注 目され る。 「第3章 国 司制 と采女」
では律令 制下にお いて王権 と郡司 との間 に直接的関係がみ られ る采女貢進制 につ いて右 のよう
な意 義 を明 らか に した。 「1.令制下采女貢 進制 の特質」 で大 宝 ・養 老令 の規定 と、そ れが実
態 に合 わせ て整備 され る天平14年(742)の采女貢進令 を検討 し、 「2.采女貢進制の変遷 と国
司制」 では、采女貢進制 のヤマ ト王権 下か ら平安時代 まで の変遷 を見通 した上で、大宝令制下
で全国 的規模で采女 の貢進がお こなわれるよ うになった とき、国司制の もつ画一的な命 令系統
が利用 された ことを明 らかに した。
と ころで、国 司制は監察 制度 が整 え られて は じめて完全 に機能す る という構 造 的特質 を も
つ。本研究では国司制成立の時期 を絞 り込 む際の要素のひ とつ に、 この監察 制度 の整備 とい う
こ とを掲げた(第1編 第1章 一1、 第1編 第1章 一2)。 また、大 宝令制下 において、全 国的
に個々 の目的 を携えた臨時の使 人を派遣 して政策を実行 する場合 もあった。第 皿編 「国司制 と
遣使」は、 中央 一国(国 司)の 命令 系統 に関す る諸 制度のなかで、全 国的な使 人派遣 について
取 り上げ、それが国司制の機能 と どのような関係 にあったのか検 討 したもので ある。
「第1章 律令的地方支配 と広域 行政 区画 の形成 」で は遣使 の単位 とな る広域行 政区画 の成
立に関す る諸問題について論 じた。第2章 で検討す る巡察使 をは じめ とす る行政監察 のほか、
8世紀 における使 人派遣 を具体 的にみてみ ると、そ の単位 は一国で はな く数力国が まとまって
いるケースがあ り、それ には七道制が利用 され る ことが多か った こと、 また、道制 とは異な る
範 囲の ものでひ とつのまとま りをもつ概念 として坂東や縁海諸 国、官制 をともな うものと して
第IV編で とりあげ る陸奥按察使 のような特別行政 区画が ある ことを指摘 した。
「第2章 国司監察制度 の成立 と展開」では、 まず令 に定め られ た地方行 政監察 制度 であ る
巡察 使の制度 の 日本 的特質 と令規定 の不備 にっ いて指摘 し、 この制度 の変遷 と各時期 にお ける
意義 を明 らか に した。大宝 ・養老令 に規定 された巡察使 は、 中国唐の制度 を模倣 した ものであ
るが、 わが国の場合 は唐制 とは異な り、常置 の官 として設 け られた ものではなかった。 この こ
とは国司監察 の制度 的不備 ともいえ るわけで、大宝令 の施行後、監察制度の強化 が図 られた。
この ことは第H編 第2章 で考 察 した大宝令制定以降 に制度 の整備がお こなわれた事項の典 型的
な例 としてあげ られ る。・また、養老3年 の按察使制度採用は 中国唐制の影響 を強 く受けた もの
で ある ことを指摘 し、按察使 による地方行 政監察が全国的 には短期間で終わって しまった理 由
につ いて考 察 した。そ して、 このよ うな地方行政監察制度そ のものは基本的には国司の権 限に
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制約 を加える ものではなか った こと、天平 年間 ころか らの行政監察強化政策のなかで国 司の権
限 を剥奪する結果をもた らしたのは検税使 のような特定 の 目的をもった使人であ った ことを明
らか にした。
「第3章 国司 と遣使」では地方支配 のため に派 遣 された使 人の権 限の内容 と、派遣 の状況
を分析 し、 国司に与 え られた権限 と種々 の遣使 の任務 との関係 を、時期 によ る相違 に留意 しな
が ら考察 した。 「1.『続 日本紀』 にみ える遣使記事」で は8世 紀 にみ られるそのよ うな遣使の
具体例 を分類 し、 「2.7・8世紀 にお ける遣使」では国 司制形 成過程 にあた る7世 紀後 半 まで
さか のぼ って、国 司制 と遣使 の関係つ いて考察 を加えた。7世紀後 半の時期 に一国 の範 囲 を越
える規模で の政策 を実行 す る際に使 人派遣が お こなわ れた ことが確認 され るが、そ のよ うな
ケース は8世 紀 にお いて もみ られる とい うよ うに、 大宝令の制定をはさんだ前後 には連続 面も
ある。 また、 このよ うな遣使はかな り柔軟性を もつ もので、 ある特定の 目的をもった使 人に他
の事項 も付 して派遣す るという場合 もみ られ る。8世紀 の遣使 には 中央 と国 との間 の連絡機 能
をもつ ものと、国司制の不備 を補 う役割 を果たす もの とに区別 できるが、後者 のなかには国司
の任務 と重複す るもの もあ り、 そのよ うな使人派 遣の増加は国司制の質 的な変化 とみなす こと
がで きる。
以上、第1編 ～第 皿編 では律令 国家地方行政機構 の特質について、 国司制 の形成過程 を中心
にその変質 の時期 まで見据て考察 を加 えた。律令 国家 は地方行政機構 に基本的 には官僚制 のシ
ステムを採 用する ことによって 中央集権 的支配 を実現 を図ったが、そ のなか にヤマ ト王権時代
以来の要素がみ られ る。そ のひとつが個別 の 目的をもつ使 人派遣 という形態 を利用 した支配で
あ り、 もうひ とつがヤマ ト王権下で豪族が服属 の しる しにお こなった采女貢進 を律令規定 のな
か に取 り入 れ、 王権 と地方豪族(郡 司)と の人的関係 を確認 し続 けた ことで ある。わが国 の律
令制度 は基 本的には中国の律令制度 を継受す る形で形成 され るが、ヤマ ト王権下か ら継続す る
このよ うな要素は地方行政機構 の特質 を明 らか にす る上で重要 な意 味をもつ もので あると考 え
られる。
第1編 ～第 皿編は律令国家地方行 政機構 の全国版 ともいえ る一般的側面の検討が課題で あっ
たが、第IV編 「東北辺境支配 と国司制」では律令国家 の辺境 として特殊な扱い を受 ける東北地
方 の行政機構 に関して、 出羽国 を中心 に論 じた。辺境 という特殊性 の具体的様相の解明が 中心
的課題 となる ことが多か った古代東北史研究の情況 のなかで、本研究ではそ こに一般的な国 ・
地域 にも共通す る情報 を求め ることを試み、第1編 ～第 皿編で考察 の対象 とした国、広域行政
区画、遣使 というテーマ を念頭 にお いて論 を展開 した。陸奥 ・出羽 の行政機構 の問題 は対蝦夷
政策 と不可分 の関係 にあるものも多 く、必ず しもすべてが一般的 に見 られ るものとは言 えな い
が、た とえば 出羽国の場合、その形成過程や国司の活動の実態 につ いて比較 的明瞭 に記録 され
る例 もあることか ら、それ らを辺境地域 という特殊性がみ られ るとい うこと、あるいは和 銅5
年(712)という国 の成立時期が大宝令の制定後 の ことで あるとい う理 由で他 の地域 と切 り離 し
て考 えるので はな く、特殊性の具体 的内容 を確 認 した上で律令国家地方行 政機構 のなかの一側
面 として と らえてみた。
「第1章 出羽 国の成立 と律令 的地方支配」で は、 出羽 地域 の越後 国 との関係、 出羽 国の成
立事 情について考察 した。 「1,7・8世紀 におけ る越後 と出羽」 では八 世紀 の越後 国の城 柵の
機能 と出羽地域 の関係 について検 討 し、大宝2年(702)に越 中国か らの四郡 分割 によって国域
に大 きな変化 の生 じた越後国が、 国 として出羽地域 を管轄するのは困難 であったので、軍 事的
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緊張度 の高 い出羽地域 を切 り離 したのではないか とい うこと、 出羽は一国を成 してか らは行 政
機構上、陸奥国 と密接な関係を もつが、一方、越後 ・北陸地域 との関係 も保 って いた ことを明
らか にした。 「2.『続 日本紀』和銅5年10月丁酉条の解釈」では出羽国設置 の経緯 について検
討 した。出羽国 には設置直後 に北陸 ・中部 ・関東地方諸 国か ら大量 の移 民政策が と られ る とと
もに、隣国の陸奥国か ら二郡 を分割 して 国域が決定 された。 この考察 を通 して国 という行政 区
画は人工的に形成 される ことも可能で あった こと、 出羽 国の 日本海沿岸地域は、国 の形成過程
で陸奥 国の延 長線上に位置 づけ られ るようにな った ことを明 らか にした。
「第2章 東 北辺境 の按察使 と国司」 では全国 的にみて も この地域 にだけ長期 にわた って存
続 した陸奥按察使 について、陸奥 ・出羽 の地域的特質 を踏 まえた上で、そ の一般的性質 を明 ら
かに し、按察使 とそ の所管 国の国 司との関係につ いて確 認 した。 「1.陸奥国 の按 察使」でそ
の制度 の特質お よびそ の変遷 を明 らかに した。按察使 につ いては第 皿編第2章 で全国的な派遣
の特質 について考察 したが、陸奥国按察使が長期 にわた って存続 し、律令国家東北経営 におい
て重要な役割 を果た したのは、その上級国 司としての性格が必要 とされたためで ある。按察使
の上級国 司と して の性格は、地方行 政監察機能の強化 のため に養老3年 にこの制度 を全国的 に
実施 した ときにすで にみ られ るものであるが、 東北以外 の地域では期待された効 果 を発揮で き
なか った。陸奥 ・出羽 とい う辺境 の特 殊な地域 では この性格ゆえ に功 を奏 したわけであ るが、
それは律令国家 の辺境政策が陸奥 ・出羽 をひ とつの単位 としてお こなった ことと関係があ り、
実際 には鎮守将軍 と兼任 させ、行政権 と軍 事権 を集 中す ることによって律令 国家は陸奥 ・出羽
二国 をひ とつ の支配単位する ことがで きた ことを明 らか にした。 「2.『続 日本紀』天平9年 正
月丙 申条 ・4月戊午条の解釈」 では天平9年(737)の陸奥按察使大野東人の出羽 交通路 開拓 計
画の際の出羽国の長官である国守 田辺難波 の活動 を通 して、 陸奥 按察 使 とそ の所管 国である出
羽の国守 との間の権 限行使 ・役割分担 について考察 を加え、現地 の事 情にもっと も詳 しい国司
の提言が按察使 を通 して政府 に受 け入れ られ た ことを明 らかに した。 また、大野 東人の遠征 計
画が天平5年(733)の出羽柵 の秋 田移転 と密接 にかかわる ものである ことを明 らかに した。
「第3章 東北辺境 の遣使 一鎮 守将軍 と征 東使 一」で は陸 奥 ・出羽 に派遣 され た軍事的任 務
を帯びた使人の性格につ いて、鎮守将軍 と征東使 の任命 の状況、 これ らの使 と陸奥按察使 ・出
羽国守 との関係 について 制度面 を中心 に検:討した。鎮 守将軍 は本編第2章 で考察 した陸奥按察
使 と兼任す る場合が多 いが、鎮守副将軍 も按察使 や陸奥,国の長官(守)・ 次 官(介)な どの行
政官 と兼任 す る例がある ことを明 らか にした。そ して、律令 国家 の辺境政策は蝦夷 の反乱 のた
め軍事 的緊張度 が高まった ときで あって も、鎮守将軍 によって遂行す るのが基本で、征東使 の
派 遣は鎮 守将軍による征夷 をよ り強化す る必要が生 じた時 にお こなわれた ことを確認 した。 ま
た、遣使 とい う観点か らみ ると律令国家 の東北辺境政策 は陸奥国 と出羽国 とでは異な る ことを
指摘 した。
最後 に、本研究 を発展 させ るにあた って の展望 を述べてお きた い。
律令国家 の地方行政機構 の解明 にお いて、文献史料 について は、 これ まで にも使われて きた
史料 の解釈が 問題 にな ると考 えられ る。一方、文字資料 を含 めた考古資料 には今後 も新たな発
見 が期待で きるが、そ のような考古資料 も、文献の記載 内容 との整合性 とい うこともあわせて、
解釈 の問題 が重視 され るで あろう。そ の際、分析方法 のひ とつ として、第 一に歴史環境の視座
とい うことを提案 した い。歴史環境は文献史料か らも再現で きるが、考古資 料 を加える ことに
よって多 くの可能性が開けて くる。 国は当時の住民 の生活 にもっとも影 響力のあ る行 政機 構で
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ある。国府は住民の生活 と国家権 力 とが交差 する場所 とも言える。そ して、そ こに展 開す る支
配は、そ の時代の住民の生活環境 と深 くかかわる ものである。 ここで全体 を見渡すた めには制
度 ・機構 の研究は重要な意 味をもつ。第二 に比較文 明論 の視 座 という ことを提案 した い。 日本
律令国家 の地方行政機構 は中国唐制に倣 いなが らもわが国固有 の側面 をもつ。 日本古代国家 の
法制整備 の過程の特徴が奈辺 にあるのか を明 らかにす る ことは、 とりもなお さず古代文 明の 日
本的特質 の解明 にもっながる と考 え られ る。
この ような視座を もって律令 国家地方行 政機構 を分析す る ことは、 日本列 島各地 にお ける国
関係遺跡 の保存 と整備 にも深 くかかわる ものである。 そ して、 そのような整備 された遺跡 は民
族 ・国籍 に無関係 に、 また常 にそ の時代 の人々に、研究 の成果 を可視的な情報 として伝達す る
効力を もつ。 地方行 政機構 の研究 は21世紀 の文化 の在 り方 を模索す る上で も多 くの可能性 を秘
めてい ると考 え られる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、 日本古 代の律令 国家 の地方行政機構 につ いて、 国司制 を中心 に制度史的視角か ら
考察 した もので ある。 国 ・国 司は 中央政府 と郡 ・郡 司の中間にあって、律令国家の地方行政機
構 の 中核 に位置 づけ られ る。本論文 は、7世紀後 半の 国 ・国司制の形成過程、 中央政府 が国 に
派遣する使者、東北辺境地域 にお ける地方官な どの問題 につ いて論ず る。全体は、序言、本論
3編12章、結語か ら構成 され る。
序言では、律令 国家地方行政機構 にお ける国 ・国司の重要性 を指摘 し、国 ・国司制 の形成過
程、 中央政府 か らの遣使、東北辺境地域 にお ける地方官 などに関す る本論文 の課題 を示す。
第1編 「律令 国家形成期 の国 司制」で は、律令 的国制 は、①行政 区画 として の国、②常駐 の
派遣官 人の国司、③ 中央政府 によ る全 国画 一的な支配 によって成立す る として、7世紀後半 の
国 ・国司制の形成過程 につ いて、②国 司派遣制度 と①国制 の2つ の問題 に分 けて考察す る。
第1章 「国司派遣制度 の成立」では、ヤマ ト政権下で のミコ トモチ(使 者)派 遣か ら、大化
の遣使 を経て、地方 に常駐す る国 司の成立 まで の過程 を論 じる。ヤマ ト政権下では一定 の任務
を もった ミコ トモ チ(使 者)が 中央政府 か ら地方 に派 遣されたが、大化元年(645)に「東国国
司」 をは じめ とす る使者が全国 的に派遣 され、 この使者 は複数 の任務 をもち、任地 に数 ヶ月駐
在 し、 全国的に派遣 された点で、 これ まで のミコ トモチ とは異 な り、 ここに国司制形成 の第1
の画 期があった とす る。持統4年(690)に国司が一定 の任期 をもって国 に常駐す る制度が始 ま
り、 天武 ・持統朝 に国司制が整備 された とす る。
第2章 「総領 と国司」では、国 司制形成 に関連 して論 じられて きた総領制 について考察す る。
総領 が7世 紀半ば の孝徳朝か ら大宝令施行直前 の7世 紀末 まで存 し、広域 を管轄す る地方官か
ら、 国の成立 によって 国司を管轄す る上級地方官 にな ったとす るこれ まで の学説 を批判 し、総
領 は天武朝か ら大宝令施行直前 まで、形成過程 にある国司制の不安定要素 を補 うため にほぼ全
国的に置かれ た地方官で あった とす る。
第3章 「国制の成立」で は、行政 区画 としての国の成立 について論ず る。国の区画 の決定は
全国一律に同時に行 われ たもので はな く、漸次行われて きたが、天武12～14年(683～85)に全
国的規模 で国境 の画定 ・確認が行われ、令制 国の行政 区画 の形成 の画期 となった とし、国 とい
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う行 政区画の範囲は中央 と国府 との交通通信手段、国 司の国内支配 の利便性 によって政策 的に
決定された と指摘 する。
第H編 「大宝令 の制定 と国 司制」では、国 司制 の完成 と見 られて いる大宝令制 の前後 の国 司
制を検 討 し、 さ らに釆女制 に関 して論ず る。
第1章 「大 宝令国 司制の前提」、第2章 「天武 ・持統 朝 にお ける国 司制」で は、天 武朝末 ・
持統 朝には、 国の区画や一定 の任期 をともな う常駐制 の成立 によって、国 司制は大宝令 に近 い
ものが成立 してお り、一方大宝令 による完成以後 の10～20年間には、国府 の整備 をは じめ国 司
制の根 幹部分 に関わる整備が行われた とす る。
第3章 「国司制 と釆女」では、郡司の釆女貢進 につ いて論ず る。律令制 の釆女貢進制は、ヤ
マ ト政権下 にお いて服属儀礼 として行われた ものを律令制 に組 み込んだ ものであ り、大宝令 に
お いて、 国司制 のもつ画一的な命令系統 によ って全国的な規模 の制度 とな り、その後 の平安時
代 に至 る制度 的変遷 を明 らか にす る。
第 皿編 「国 司制 と遣使」では、 中央政府 か ら国へ全国的 に派遣 された使者 と国司の機能 の関
係 を論ず る。
第1章 「律令地方支配 と広 域行政区画の形成」では、 中央政府か らの遣使の単位 とな る七道
や、坂東、沿海諸国な どの国を越 える地方 の広 域行政区画 の諸相 につ いて論ず る。
第2章 「国 司監察制度の成 立 と展開」 では、国 司監察のための巡察使 ・按察使 な どにつ いて
論ず る。大宝令 ・養老令に定め られた国司監察 のための使者で ある巡察使は、唐 制 とは異なっ
て、常置 の官でな いという制度的不備が あ り、和銅5年(712)に制度 的に整備 され、養老3年
(719)に唐 制の強い影響下 に按察使が置かれたが、短期 間で行 われ な くな り、これ らの地方行
政監察制度は国司 の権 限に制約を加 えるものではなかったが、天平年間に派 遣され た検税使 は
国司権限 を剥奪す るものであった ことを明 らかにする。
第3・章 「国 司 と遣使」で は、7世紀後 半㌣8世 紀 に中央政府が 地方支配 のために派遣 した使
者 につ いて、その 目的 と意義、そ の権 限 と国司権 限の関係な どについて検討す る。 これ らの使
者は7世 紀後半か ら8世 紀 にかけて派遣 され、大宝令施 行の前後を通 じて連続 した面があ り、
また これ らの使者 には、中央 と国 との連絡 のための もの と国司制の不備 を補 うための ものが あ
るが、後者の派遣の増加には国司制の変質 が読 み とれる とする。
第IV編 「東北辺境支配 と国司制」 では、 東北辺境 地域 の行 政機構 について、辺境 とい う特殊
性 をふ まえた上で、一般的な国の行 政機構 とい う観点 か ら解 明する。
第1章 「出羽国の成立 と律 令的地方支配」 では、和銅5年(712)の出羽 国の設置 に関 して、
大宝2年(702)に越後国が越 中国か ら分割 した4郡 を領 域 に包含す る ことになった ことによっ
て、 出羽地域の管轄が困難 になったので、 出羽 国が越後 国か ら分立す る ことにな った こと、 出
羽国は元来越後 ・北陸地方 と関係 を持 つが 陸奥 国 とも密接な関係をもち、 のちには陸奥 国の延
長線 上 に位置 づけ られ るよ うになった こと、出羽国 の設置 の例か ら国 という行 政 区画 が人工
的 ・政策的 に決定 されるものである ことな どを明 らかにする。
第2章 「東北辺境 の按察 使 と国 司」 の1「陸奥 国 の按察 使」 では、 一般諸国 の按察 使が廃止
されたのち も存続 した陸奥按察使 について、そ の存続 の理由、 陸奥 ・出羽国 にとっての意義 を
論 じる。陸奥按察使 は、 上級 国司と して辺境経営 のために陸奥 ・出羽 国を一つの単位 と して支
配す るために存続 し、鎮守将軍 を兼任 する ことによって、行政権 ・軍事権 を集 中的 に掌握 して、
陸奥 ・出羽国 の辺境経営 に当たった とす る。2「r続日本紀』天平九年正 月丙申条 ・四月戊午条
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の解釈」 は、天 平9年 の多賀柵 と秋 田出羽柵 の連絡路開削工事 に関 して、 出羽柵 が出羽国府 で
ない とする説 を否定 し、 この工事 にお ける陸奥按察使 と出羽守 の権 限 と役割 分担 を考察 し、現
地 の事情 に詳 しい出羽守の提言が按察使 を通 して政府 に受 け入れ られた とす る。
第3章 「東北辺境 の遣使 一鎮守将軍 と征東使 一」では、鎮守将軍 と陸奥 ・出羽 国に軍事 的任
務を もって派遣 され た征東使 との関係、 さ らにこれ らと陸奥按察使 ・出羽国守 との関係につい
て論 じる。鎮守将軍 ・副将軍 は征討 の任務 をもつが、按察使、陸奥守 ・介な どの行 政官 を兼任
す る ことが多 く、軍事的でな く懐柔的な政策で蝦夷 を帰服 させ ることができた こと、蝦夷 の反
乱 な どによって征討す る場合鎮守将軍が 当た るのが基本で あ り、征東使の派 遣は鎮守将軍 によ
る征夷 を強化す る必要が生 じた場合 にな された こと、征討 のための遣使は、陸奥 側の征東使 と
出羽側の鎮秋使 で異 な り、両 国の間で辺境政策が異な るこ とな どを指摘す る。
本論文 は、方法 的には制度史的な視角 を徹底 させ、 これ まで に異論の多かった国 ・国司制の
形成過程 につ いて、 国司の派遣 ・常駐制 と国 の行政区画 の成立 という2つ の視点 か ら、一定の
解 明をな し、 ついで7～8世 紀 の国 司の行政監察制度 につ いて、唐制 との比較 を1つ の視点 と
して、 巡察使 ・按察使 ・鎮撫使 ・検税使な どを包括的 に論 じ、 また これ まで取 り上げ られ るこ
とのなかったそれ以外 の中央派遣の使者 を全体的 に明 らか にし、 さらに東北辺境 の陸奥 ・出羽
国の地方官 につ いて、辺境の特殊 と律令制度 の普遍 という2つ の側面か ら解明 して いる。その
考 察は実証 的で あって、多 くの新見解 を含み、律令国家 の地方制度 の研究 を進展せ しめ るもの
であ り、斯界 の学 問的発展 に寄与す るもので ある。
よって本論文 の提 出者は博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有する もの と認め
られる。
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